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金属表面をガラス状被膜でコーティング

オールフィックス
Ｇ１コート

価格●3,045円(税込)
問合せ先／オールフィックス Phone087-875-1244

http://homepage2.nifty.com/allfix/

　　　　ブラストやバフ研磨などで空気中に露出

     した金属、ＦＲＰや塩化ビニールなどの樹脂表

   面にガラス状の被膜を作るコーティング剤、香川

 県のオールフィックスが発売したG1コートは、自社で� 　　　

ウェットブラスト処理を行った後の表面保護用に開発

した１液タイプのケミカルで、完全硬化すると鉛筆硬

 度で９Ｈ程度の非常に硬い被膜になり、耐擦傷、耐

  塩水、耐熱、耐溶剤性に富むという。このため同シ

    ョップでは「ガラス状表面被膜剤」と呼んでいる。

      塗布にはテンプの綿棒やスポンジを用い、処

         理面にはできるだけ薄く塗り広げること

              がきれいに仕上げるポイントにな

                     る。容量は30ml。

30ｍｌのコート剤と綿棒で１セット。薄

塗りを心掛ければ、クランクケースカ

バー周りのバフまたはウェットブラスト

済みパーツ全てに処理しても余るぐ

らい。欲張って厚塗りすると、後にな

ってトラブルを招くから、大量に使わ

ない方が良い結果につながる。

２日間常温乾燥させた後にマスキングテープを剥が

し、マザーズのマグポリッシュでパーツ全体を研磨す

る。研磨後の表面を見ると、コーティングを行った右

半分は被膜が機能して研磨されていないことから、

物理的な研磨に対する表面保護性能は高いと言え

る。つまりあらかじめ研磨した地肌に塗布しておけ

ば、透明な被膜によって保護されるというわけだ。

むしろ、厚塗りしたと感じたら早めに拭き取ってしま

おう。硬化後はガラス状の被膜となるため、パーツ

クリーナーや溶剤では除去できない上に、硬いが

割れやすくなってしまう。

バフ研磨済みのアルミパーツ表面の半分をマスキ

ングテープでカバーして、パーツクリーナーで脱脂

する。サンドペーパーによる足付けは不要だが、油

分は取り除く必要がある。

綿棒に少量のＧ１コートを垂らし、パーツ表面にこ

すりつける。塗り加減は、パーツ表面がしっとりと

濡れる程度でいい。不通のペイントのように膜を作

る必要はない。

膜厚を感じさせない仕上がりが特徴的。パー

ツのサイズによっては塗布作業が手間になる

のは否めないが、光りモノ、磨きモノ大好きな

人におすすめ。ウェットブラスト後の素材感を

維持するのにも適している。　　　　　栗田　晃
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そのままの画像と文言で再現したものです。
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の
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強
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さ
れ
る
た
め
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カ
ス
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ム
、
レ
ス
ト
ア
の
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面
で
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に

効
果
的
な
処
理
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あ
る
。
と
こ

ろ
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研
磨
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終
わ
っ
た
ア
ル
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パ
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表
面
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た
め
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し
た
が
っ
て
バ
フ
研
磨
直
後
の
輝
き
を

維
持
し
よ
う
と
思
え
ば
、
頻
繁
な
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き

直
し
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
し
た
手
間
が

億
劫
で
ク
リ
ア
の
ス
プ
レ
ー
を
か
け
る
と
、

研
磨
さ
れ
た
金
属
表
面
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の
密
着
性
が
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く
て
乾
燥
後
に
割
れ
た
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面
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材
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輝
き
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損
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れ
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ト
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フ
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ザ
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。

   

オ
ー
ル
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
Ｇ
１
コ
ー
ト
は
、
難

し
い
と
さ
れ
て
き
た
バ
フ
お
よ
び
ブ
ラ
ス

ト
に
よ
る
研
磨
作
業
後
の
表
面
保
護
処

理
用
に
開
発
さ
れ
た
ケ
ミ
カ
ル
で
あ
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。

フ
研
磨
や
超
微
粒
研
磨
剤
を
用

い
た
ブ
ラ
ス
ト
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理
は
金
属
そ
の

バ

詳
細
な
内
容
成
分
は
秘
密
だ
が
、
一
種
の

樹
脂
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、
平
滑
な
面

に
対
し
て
も
優
れ
た
密
着
性
を
発
揮
し
、

高
い
透
明
度
と
表
面
高
度
を
実
現
す
る

と
い
う
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ま
た
金
属
の
み
な
ら
ず
Ｆ
Ｒ
Ｐ

や
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化
ビ
ニ
ー
ル
、
硬
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プ
ラ
ス
チ
ッ
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材
に
も
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。
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硬
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後
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面
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９
Ｈ
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に
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イ
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傷
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。
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Ｇ
１
コ
ー
ト
を
用
い
た
ガ
ラ
ス
コ
ー
テ
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あ
る
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と
。

   

テ
ス
ト
に
用
い
た
の
は
、
バ
フ
研
磨
後

し
ば
ら
く
経
過
し
た
ア
ル
ミ
パ
ー
ツ
。
こ
の

半
分
を
マ
ス
キ
ン
グ
で
カ
バ
ー
し
て
付
属

の
綿
棒
で
４
～
５
回
に
分
け
て
薄
く
塗
り

つ
け
る
。
圧
塗
り
す
る
と
衝
撃
で
割
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
（
ま
さ
に
ガ
ラ

ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
だ
）
薄
塗
り
が
肝
要
ら
し

い
。
広
い
面
積
を
処
理
す
る
な
ら
、
ス
ポ

ン
ジ
や
毛
羽
の
立
た
な
い
布
を
使
う
こ
と

を
オ
ス
ス
メ
し
た
い
。

   

常
温
で
２
日
間
乾
燥
さ
せ
た
後
に
表

面
を
観
察
す
る
と
、
確
か
に
透
明
感
は
高

く
、
さ
ら
に
金
属
研
磨
用
の
ケ
ミ
カ
ル
で

研
磨
し
て
も
、
簡
単
に
は
剥
が
れ
な
い
。

完
全
硬
化
ま
で
に
は
１
週
間
ほ
ど
必
要
で

２
日
間
の
乾
燥
で
は
ま
だ
３
Ｈ
程
度
の
硬

度
と
い
う
こ
と
だ
が
、
故
意
に
傷
つ
け
る

よ
う
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
実
用
性
は

十
分
と
思
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
オ
ー
ル
フ

ィ
ッ
ク
ス
で
は
、
１
年
以
上
の
耐
久
試
験
を

行
っ
た
上
で
商
品
化
し
た
と
の
こ
と
。

   

ウ
ェ
ッ
ト
ブ
ラ
ス
ト
後
の
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー

や
空
冷
シ
リ
ン
ダ
ー
の
フ
ィ
ン
に
施
工
す

る
に
は
手
間
が
か
か
る
が
、
長
期
間
に
渡

っ
て
表
面
保
護
が
で
き
る
と
思
え
ば
、
利

用
し
て
み
る
勝
ち
は
あ
り
そ
う
だ
。


